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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第１回理事会 議事録
◆ 日  時 ：２０１３年１月２９日（火）
１８：３０～２１：３０
◆ 場　所 ：パレスグランデール
1． 開  会                                                  　　　　　   横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                       　　　　　  與田委員長
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                  　　　　　 長谷川委員長

4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                             　  　　　　佐藤委員長
5． 出席者の確認（敬称略）                                   　　　　　  舟山事務局長
理事長　　　                井　上　周　士
直前理事長　　　            野　口　雅　弘
特別顧問　　　              荒　井　　　寛（公欠）
実行委員長　　　            齋　藤　秀　和（遅参）

副理事長   　               伊　藤　健　二（遅参）
副理事長  　　              中　村　祥　之
副理事長　　　              齊　藤　秀　昭
副理事長　　　              鈴　木　辰太郎
監事　　　                  酒　井　貞　和（欠席）
監事　　　                  中　村　正　利
監事　　　                  矢　口　政　則（遅参）
専務理事　　　              横　山　隆　太

議長　　　            　　　佐　藤　貴　博
特別委員長　　　            三　沢　慶　洋（遅参）
常任理事　　　              安　藤　太一郎
常任理事　　　              鈴　木　　　力
常任理事　　　              今　野　　　修（欠席）
常任理事　　　              遠　藤　智　大
本部長　　　                渡　部　明　弘
委員長　　　                佐　藤　幸　助
委員長　　　                武　田　靖　裕
委員長　　　                長谷川　吉之介
委員長　　　                與　田　貴　博
委員長　　　                荒　井　要　雄
総括幹事　　　              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事　　　              長　瀬　洋　一
出向理事　　　              井　上　智　博
事務局長　　　              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー　　　      長谷川　晃　一
会務セクレタリー　　　　　　茂　木　政　樹
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　             舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                        井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村正利監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　             　井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　             　　井上周士理事長
本日もご多用の折にも関わらず、第１回理事会にご参集賜りまして誠にありがとうございます。今日は第１回理事会ということで会場も改めてパレスグランデールで開催されまして非常に新しい気持ちで皆様の前で挨拶させていただいていることに感謝致します。怒涛の１月ということで、やっと1月が終わりを迎えそうであります。ＪＢＭから始まりまして京都会議、その間に新庄ＪＣの新年会には伊藤副理事長からもご参加いただきましたし、勿論皆様からも大きなお力添えをいただきました。そして新春賀詞交歓会、山形ブロック協議会第１回会員会議所ということで京都会議については先日の総会の方で御礼させていただきました。まずは賀詞交歓会、與田貴博委員長を始めとするラインの皆様、本当にありがとうございました。例年通りと申しますか山形ＪＣの伝統となっております担当委員会、担当ラインが一生懸命頑張っていただいて、会員交流委員会の経験者の皆様であったり理事の皆様、委員会の皆様、五十嵐さんも含めまして、山形ＪＣの意気込みであったりおもてなしの心など皆様の意思を発信いただきまして、先日の会員会議所に出席された理事長・シニアの皆様から非常に気持ちが伝わって良い賀詞交歓会でした。メンバーもすごく良かったとお褒めの言葉をいただきました。酒井監事の監事講評にもあった通り、１００点というものはなくて、至らない点が多々有りその点に関しては全体の出席率も８０％を切っている現実を踏まえまして、まだまだ伸びしろがあると考えております。そのあと開催された山形ブロック協議会第１回会員会議所ということで、アカデミー生を６名輩出いたしましてこちらも３５名も参加して委員長の皆様のリーダーシップに感謝申し上げます。そして担当ラインであります鈴木副理事長も本当にお疲れ様でした。また、山形ブロックＡＳＰＡＣ準備会議ということで鈴木議長もお疲れ様でした。こちらの方もアカデミー生が非常に緊張した面持ちながらも、他のＬＯＭの理事長様からも「やっぱり山形ＪＣさんの新入会員さんは違うね」というお言葉を頂きまして、これも入会してから様々な事業を体験し山形ＪＣという素晴らしい土壌で磨かれた部分もあるのかと思いました。アカデミー開校式の際に佐藤修一郎先輩から２度目のセミナーをいただきました。私たちも２度目なのでＪＣとは何かという本質の部分の話をいただきましたが今回は違う角度から話を聴くことができました。ＪＣとはボランティア団体ではなくまちづくりの問題を解決する運動の団体であるということ。ボランティアは単発だが運動は続けていくことでいろいろなことを解決し、市民の意識を改革する団体であるということです。私が改めて感銘を受けた部分は、失敗に関することでございました。勿論皆様もいろいろな失敗を経験されてきたと思います。その失敗の定義とは何かと言いますと、動いて失敗することは失敗ではない。動かないこと、行動しないこと、挑戦しないこと、躊躇してしまうこと、妥協してしまうこと、このような事を含めて動かないことが失敗である。この言葉が非常に感銘を受けました。ちょうど会員会議所会議の発言の部分でも今回初めて発言できませんでした。人の様子を見てからと思っていた部分がそれにあたりまして、動かないことで自分にも当てはまると感じていました。恐らく、皆さんも生きていく中で思う節はあると思います。やはりＪＣは能動者で有り続ける団体であること。何らかのアクションを常に起こし続けること。でも、その中には時間の縛りであったり皆さんも迷いがあったりというようなことがあると思います。やはり山形ＪＣはリーディングであるキャピタルＪＣとしてこの１月のように常に動き続けるような活動を皆様にご期待申し上げます。動き続けるという部分で怒涛の１月が一区切りをし、これから２月を迎えます。ついこの前のように思い出されますが、ちょうど１年前野口直前理事長から「魔の２月」などという言葉をいただきました。「魔の２月」などは何かもわからなかったのですが、その時も思ったのですが、やはり今になって感じるのは、怒涛の１月が終わって第１回理事会があってここからスタートなのですが、山形ＪＣのなかでは２月は事業がないですが、その中でも会員拡大に努めなくてはいけません。２月１日は徳原龍樹君に来ていただきセミナーがあり、２月５日は新入会員セミナーがあります。そして花火大会。こちらは今日フェイスブックにもアップされていましたが湯殿山神社にて安全祈願が行われました。そしてＡＳＰＡＣの準備と様々な事が２月をしっかりと動いていかないと、すぐ２月の中旬になってしまいます。昨年はうるう年でしたので昨年に比べて３日少ないのです。また、皆様の営業日にも関わってくると思います。そのような部分では２月はあっとゆう間に過ぎてしまいますので、ここからスタートなので皆様も気を引き締めていただき、私もそのような気持ちでおります。今日はまだ生まれたての議案が少ししかありませんが、しっかり委員会で頑張って練ってきた議案を再度練りまして、また３つの事務局があります。事務局、東北地区事務局、ＡＳＰＡＣ準備事務局とあります。全てで気を引き締めて頑張ってまいりましょう。それでは本日も宜しくお願い致します。
１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　            野口直前理事長
皆様、改めましてこんばんは。私事ではございますが１月４日から約２週間入院させていただきまして、皆様には大変ご心配をお掛け致しましたが足も切断することなく皆様の前に立てたことを感謝申し上げます。まずは、怒涛の１月は各新年式典に皆さんご参加いただきまして、そして入院中はフェイスブックで拝見させていただきました。本当にこの前のブロックの新春賀詞交歓会までご活躍いただきまして感謝御礼申し上げます。今ほど井上理事長の話にありました感謝の一言でございます。また、與田委員長、荒井委員長も本当に山形の賀詞交歓会、滞りなく終わったことに御礼申し上げます。ただ一点申し上げますと、どうしても出席率が８０％を超えないというこの現状を再度立ち返っていただきまして、特に委員長、議長の皆様は何が自分の委員会に足りなかったのかを２月に再度考えていただきたいと思います。「魔の２月」というのは日本ＪＣに出向すると非常にわかります。２月で差がついてしまいます。京都会議というものは基本的に日本ＪＣの新年式典であって、そこに自主的に集うのがＬＯＭです。一応総会はありますが、今年は６９８のＬＯＭの理事長さんたちが代表して総会に出席していろいろな事を決めていく。確かにＬＯＭも京都会議に向けて意義のあることだと思いますが一番は日本ＪＣが何をやるのかということです。そこに一段落区切りを付けていよいよという委員会と終わったという委員会と様々スタンス的には出てくるのですが、この２月をしっかりやらないと３月から始まる運動が行えなくなります。日本ＪＣで言えばサマーコンファレンスまでがひとつのクールとしていろいろな成果を見出すわけですがあっとゆう間の５ヶ月間を過ごすわけです。私も経験させていただきましたが本当にこの５ヶ月間で事業を検証して実証して終わらせる。そして報告するのが流れなのですが、やはり２月というのはしっかりやっていただきたい。一つ例を挙げますと、昨日武田委員長の委員会がフェイスブックに委員会をやっていますとアップしていましたが、あのような少しでも空いた時間を皆様で共有するというのはいいことだと思います。是非いろいろなツールを使い情報を共有しながら、前に進んでいっていただければと思います。そして、もう一つですが予定者段階で皆様に作っていただいた事業計画を見直していただいて、自分の委員会がいつ、どこで、何を、どのような形でやるのかを認識していただきたいと思います。その上で考えれば議案は簡単に書けると思います。昨今、事業をやるための議案なのか、型式上出してしまわないと間に合わないのか、わからない部分があります。この前ブロックで佐藤先輩にご講演いただきましたが、再度原点に立ち返っていただきたいと思います。今年２０１３年の山形ＪＣの運動をここでもう一度確かめていただいてしっかりと山を登っていただきたいと思います。そしてＡＳＰＡＣに関しては今登っている山の道筋をしっかり構築していただきたい。もう一つの山であります荒井寛君と伊藤健二君などが出向しております東北地区とどのようにコミットしていくのかを再度向き合っていただきたいと思います。私も国際青年会議所という貴重な経験をいただきまして、どこまでやれるかわかりませんが、皆様のお力添えをいただきながら、一つひとつ邁進していきたいと思っております。関係ない話なのですが、実は今日は家の奥さんの誕生日なのですが、１月２９日というのは必ずＪＣに当たっていたので、お祝いをすることができなかったのですが、その他に娘も高校受験で日大山形に合格しまして、家の家族もいいことが重なりまして喜びの日だと感じている反面、下の子二人がインフルエンザになってしまい、なかなか御祝いごととならないのですが、皆様におかれましてはお身体には十分に気をつけていただき、無理するときは無理していただき、休める時は休んでいただき、甘えるときは甘えていただき、この先のことはここに居るメンバーの皆様が事業をやるのではなく、下にいるフロアのメンバーの人達を育てていただきたいと思います。特に委員長、議長の皆様は自分の副委員長、副議長や幹事のメンバーが来年どのようになるのか、ひとりひとりのフロアメンバーがどのような形でＪＣ活動に邁進していくのかを、ここで立ち返っていただきしっかりと考えていただきたいと思います。今日も一日宜しくお願い致します。

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　荒井要雄委員長
配布資料　第１回理事会アジェンダ　１３－０１－０１
確認事項その他を含め１件、討議事項その他を含めて５件、審議事項その他を含めて１件、協議事項その他を含め５件、報告・依頼事項その他を含め７件

１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０１　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  横山専務理事
削除

１４．討議事項　

討－０５　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 横山専務理事

削除

討－０１　４ＬＯＭ合同例会参加について　　　　　　　　　　　　　　　会員パワーアップ特別会議
佐藤貴博議長【説明】

３月１２日に開催される。本年は天童市にある若松寺の氏家住職をお迎えしての講演会となっている。

４ＬＯＭでの打ち合わせも行っている段階である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

当日はブロック会長公式訪問もある。そちらもお世話になると思うので宜しくお願い致したい。天童ＪＣが主管で開催されるようだが、このシナリオの部分で細かい話を山形ＪＣで正しいと思っていることを伝えて進めていただきたい。

討－０２　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会成功に向けた活動(案)に関する件　　　ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【説明】

前回から２度ほど協議で上程させていただき、今回は審議上程の予定でしたが、実際金額が掛かってくる部分が次々と変更があるという点もある為、今後は討議として上程させていただきたい。修正点としては予算の部分、総会で決定した金額８，６０３，０００円になりましてここから６月例会の１，０００，０００円を差し引きした金額となる。４番の事業計画収支予算書で再度確定したものを記載している。ＪＢＭの昼食の請求も来たので、この点は次回上程時にご報告する。

野口直前理事長【意見】

参考資料に事業フレーム計画などいろいろあるが、ここは皆様に参加していただきたい部分を案内として文面か一覧で１年間の活動内容として記載していただきたい。直前に案内していただくと対応できないメンバーもいるので早急にお願いしたい。

長瀬総括幹事【回答】

早急に対応させていただく。

齊藤秀昭副理事長【意見】

先日の２０１３年度総会で質問させていただき横山専務より修正いただいた部分だが、２０１３年度ＡＳＰＡＣ活動費見直し案の部分で１０、１６、１７の修正がなされていないので、保管資料としてしっかり修正していただきたい。

横山専務理事【補足】

右の備考欄で年度が間違っているので「２０１３年度も」と修正する。野口直前理事長からのご意見はＣＯＣ会議にてご検討お願いしたい。

討－０３　四維ＪＣとの姉妹協定延長（案）に関する件　　　　　　　　     会員交流委員会

與田委員長【上程】

四維ＪＣとの姉妹協定に関し、５何を目処に更新要否の確認をすることになっているが、それが本年にあたる。旧正月のセレモニーに併せ、山形ＪＣから訪問する年になっている。日程は２月２３・２４日である。参考資料の締結書を精査のうえご意見頂戴したい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

今回は文章の添削もお願いしたい。また、四維ＪＣは国際的にはまだまだ未熟なＬＯＭであると感じるので、私たちが色々教えていかなければならないと感じる。その辺りも考慮のうえご意見頂戴したい。

横山専務理事【質問】

審議対象資料は議案から外してあるのか。

與田委員長【回答】

審議対象資料が存在しなかったため一覧から削除してある。

横山専務理事【意見】

次回以降は「無し」という扱いで一覧は残しておくようお願いしたい。また、文言の使い方などはラインの中で精査して頂ければと思う。

安藤常任理事【質問】

日本語契約書内、「ＹＢメンバー」とはどういう意味なのか。

與田委員長【回答】

「山形ＪＣメンバー」という認識であったが、５年前の契約書をベースに作成しているので誤記の可能性を捨てきれない。再度確認する。

安藤常任理事【意見】

確認をよろしくお願いする。

野口直前理事長【質問】

この文章を書き換えて、内容を同じにして進めるということか。

與田委員長【回答】

その予定である。内容確認のうえ事務レベルで締結できるように持って行く。

野口直前理事長【質問】

事務レベルでの締結ということは、理事長と数名で訪問すれば問題無いということか。

與田委員長【回答】

四維ＪＣからの案内が二転三転しており、シニアメンバーには日程の案内を出せていない状況である。調整が済み次第、シニアにも同行して頂きたいと考えている。

野口直前理事長【質問】

シニアに案内を出し、参加者が０の場合はそのまま訪問するつもりなのか。

與田委員長【回答】

四維ＪＣに関わりの深いシニアに声掛けをし、０にならぬよう努力する。

野口直前理事長【意見】

形式的にせよ、現役・シニア共に希望人数を示さないと厳しいのではないか。担当理事が行けばそれでいいという捉え方しかできない。また、契約書の内容に関しては四維ＪＣ側のリクエストは確認したのだろうか。昨年、理事長レベルではあるが、合同で事業をしたいという話を頂いていた経緯もある。時間のないところではあるが、人数割り振り等をしっかり提示していかなければならない。次回の常任理事会までにラインで精査して議案に反映させて頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

シニアに関しては、知らせないことが１番の失礼に当たるので、まずはしっかりと通知を出す予定である。現役に関しては、契約内の飲食費等も考慮すると最大で１５名ということで、多ければ良いというものでもない。また、姉妹内容に関しても、倉敷ＪＣのように様々な機会を設けられるよう内容を協議していきたい。

井上周士理事長【コメント】

日程が定まらず大変であるが、今後ともより良い関係が築けるような内容を委員会で考えて頂きたい。

討－０４　公益社団法人格維持セミナーの企画・実施に関する件　　法人格維持プロジェクトチーム

鈴木力常任理事【上程】

今年度、齊藤リーダーと共に公益法人格維持に努めさせて頂く。本年は２回のセミナーを実施予定であり、１回目は入門編ということで３月末予定である。ご意見頂戴したい。

中村祥之副理事長【質問】

２回のセミナーを経て、メンバーのスキルレベルはどのようなレベルを着地点としているのか。

鈴木力常任理事【回答】

１回目で興味を持って頂き、２回目で内容を補いながら専門的な知識を身に付けて頂ければと考えている。

中村祥之副理事長【意見】

昨年夏も１度セミナーが開催された。そのため、もう１度必要な内容であるのかが分からなかったため質問させて頂いた。最近入会のメンバー向けであれば、新入会員セミナーであったり委員会内での伝達で事足りる部分も出てくるのではないだろうか。既に公益化している当ＪＣでは、その維持発展のための内容が重要になってくる。テクニカルな内容を盛り込んでいかないとこの先追いついて行けないと思われる。この先セミナーを開催していく場合、少しずつ専門的な内容にシフトしていく必要があるのではないだろうか。

齊藤秀昭副理事長【回答】

プロジェクトチームとして、システマティックに活動を進めて行かなければならない。資料や定款の内容に関しては、ＬＯＭの事務局を介す等して周知をしていかなければならない。講師をお願いする場合も内容を精査しながら進めて行くつもりであるのでよろしくお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】

事務局の方でも、本年は公益法人格として色々なものを創り上げていく年である。手探り的な部分は多々あるので、周知を深めながらも学びを継続して進めなければならない。足場を固めてしっかり取り組んで頂きたい。

15． 審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長
審－０1　その他

削除

１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　              横山専務理事

協－０５　　　その他

削除

協－０１　４月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　グローバルシティー創造委員会

武田委員長【上程】

上程スケジュールが遅れたことをお詫びする。事業内容に関して、意見を頂いて内容を変更した。街中を散策しながら、エコキャップで世界一の創作物を作成するという目的となる。共通の目的で絆を深めると共に、街中に出る機会を作ることが狙いとなる。対内目的としては、ＡＳＰＡＣを控え知名度を上げると共に、おもてなしの心や市民一体感等を高めることということで変更はない。慎重審議をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

背景・対外目的の修正は入ったが、市民と共に１つのことをやり遂げる・再び街に出たくなるという趣向を委員会で検討している。ご意見をお願いしたい。

長谷川委員長【質問】

目的とする創作物の完成形はどのようなイメージしているのか。

武田委員長【回答】

参考資料１２番に記載してある。山形の魅力的な四季を表現し、展示物として後々市民から見に来て頂けるものを目指している。

安藤常任理事【意見】

総予算１００万円の内、ギネス申請料が４５万円となっている。事業予算の約半数を申請費に充てることが適切なのか、もう一度委員会内で協議してはどうか。

武田委員長【回答】

さらに事前説明で１２万５千円がかかるのが現状である。過去の例を見ると事前説明無しでは認定が難しくなり、また、説明無しでは何の知識もないことから、こちらには費用をかけたいと考えている。他の例会での講師費用等を考慮すると決して高くはないのではないかという委員会内の決定である。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

８００人以上の動員を予定しているようだが、どのようにして会場に集めるのか考えを教えて頂きたい。

武田委員長【回答】

８６４人の内訳は、ＪＣＣ等のボランティア系の人々から偶然通りかかった人々まで様々を予定している。七日町商店街の岩淵様から内諾を得ているが、記念写真を掲示し、偶然通りかかった人でも｢また来てみたい｣という想いを抱けるような手法を計画している。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

タイムスケジュールを見ると、３時間の内に全ての行事が終了する運びとなっている。どのようにして参加者が一体感を持てるよう仕向けるのかが見えてこないので教えて頂きたい。

武田委員長【回答】

一体感の感じ方は人それぞれである。記念撮影や直接制作に関わる等多くの選択肢はあるが、どれを通しても一体感が持てるよう計画していく。

伊藤副理事長【質問】

８６４人というのは中途半端な数字に見えるが、記録を狙ううえで設定した人数なのか。また、かなりの数のエコキャップが必要となるが、収集方法はどのように考えているのか。

武田委員長【回答】

ギネスの申請までこぎ着けられるかは未定であるが、人数としての記録を狙うため８６４人を設定している。ＬＯＭメンバーが全員参加することを前提とした数字である。エコキャップの収集に関しては、当日市民の方より持ち寄って頂くという手法を考えているが、指摘があったように厳しい状況ではある。ＬＯＭメンバー内でも事前に一定数を確保できるよう動いていく予定である。

伊藤副理事長【意見】

これだけの規模になると、市民や後援の方を本当に巻き込んでいかないと難しいと思う。次回、具体的に巻き込んでいく方法などを提示して頂ければ良いと思う。

井上智博出向理事【意見】

昨年、倉敷ＪＣにて世界一長いロールを作成したというギネス申請を行ったようである。話を聞いて参考にしてはどうだろうか。

野口直前理事長【意見】

現在は市民参加型のように見えるが、もっと企業を巻き込んでいければ良いと思う。議案と直接の関係は内が、ＵＮで促進している自動販売機の推進なども加味して頂ければありがたい。せっかく世界一を謳うのであれば、メンバー企業だけでなく多くの協賛先を募れるよう議案に盛り込んで頂きたい。エコキャップの収集に関して、協力を得ようとする先から参加者も募るというくらいの気構えであたらないと、偶然通りかかった人を集まるだけでは難しいように感じる。作品中にＪＣＩのマークを入れて頂きたい。デザインに関してももう一度検討して頂き、ＡＳＰＡＣや花火大会に活かせればなお良いと思う。学生・行政など、使えるものは何でも使い、より良いものを制作して頂きたい。

武田委員長【回答】

エコキャップの企業からの収集方法に関して、資料１７に記載があるが、山形銀行が特に力を入れている事業である。花火大会特別委員会でも５年に１度くらいの頻度でエコキャップをお送りしている実績もある。そういった企業をリストアップし、こちらから働きかけていく事で企業の巻き込みを図りたい。また、志の高い参加者を募りたいと考えるため、ＬＯＭメンバーに協力頂いて人員確保に努めたいと思う。イメージとしては、完成となる最後の１個を理事長にはめて頂くことを予定している。ＪＣＩのマークに関しては、コンプライアンスの関係もあるので慎重に検討していく。

長瀬総括幹事【意見】

開催予定日に関して、観桜会と重なっている。現在ほっとなる広場・県民会館を会場予定としているようだが、霞城公園・県民体育館にすることでエコキャップ収集や入場可能人数に対してメリットが出ると考えられる。検討してはどうだろうか。行政の協力も仰げばより良い事業になると思う。

武田委員長【回答】

観桜会が同時開催であることは承知していたが、世界一のエコキャップアートを｢中心街で作成する｣ことが今回の事業実施の背景である。何とか七日町での開催を決行したいと考えている。また、周辺散策の意味合いも兼ねて七日町を設定している。

佐藤貴博議長【意見】

参加動員の広報に関して、エコキャップ８００個でポリオワクチンが１つ得られるということを、市民に訴えかけて頂きたい。世界平和を謳うＪＣとしてのＰＲにもなる。

中村祥之副理事長【意見】

先ほど出た長瀬幹事の意見に関して、｢中心街で作成する｣ことを実施背景としていることはよく理解できる。ただ、せっかく毎年恒例の市による主催イベントが霞城公園で行われているということは、確実に確保できる一定数の人員を逃してしまわないだろうか。例えば霞城公園から七日町に参加者を誘導できるような仕掛けを考える等、方法はあると思う。検討をお願いしたい。

佐藤幸助委員長【質問】

ベニヤ板に関して、どのようなサイズのものをどう固定するのかを教えて頂きたい。

武田委員長【回答】

視認性と安全性を考慮してこれから精査する予定である。

佐藤幸助委員長【意見】

ベニヤ板は少し厚めでないと破損の可能性が高くなる。開催までの日数を考えると早めの作成準備が必要となるので注意して頂きたい。

井上周士理事長【コメント】

ブレない信念と作り込まれた資料が大変良かったと思う。山形活性化のために良い事業になることを期待する。

協－０２　　　ＪＣＩアワードの申請（案）に関する件　　　　　グローバルシティー創造委員会

武田委員長【上程】
今回が１回目の協議となる。昨年との変更点として、昨年１年間が対象となることが挙げられる。また、京都会議にてカテゴリーが変わったとのセミナーを受講してきたが、ＪＣＩアワードのＨＰ内にはまだ資料が上げられていなかった。関係者との連絡を密にして今後の活動を進めて行きたい。オフサイトミーティング・３３回花火大会を候補とする予定であるので、ご意見よろしくお願いしたい。
野口直前理事長【意見】
花火大会に関しては、金額が大きすぎることと巻き込み団体がＪＣＣのみという点で賞を獲るのは難しいと考えられる。背景に関しても「花火を通した町の活性化」と抽象的であるので、ＵＮやＭＤＧ’ｚの方が可能性がある気がする。背景・目的・事業後の変化までを詳細に書く必要があるので、昨年の担当者とよく打合せを行って頂きたい。ただのエントリーになってしまわないように注意が必要となる。手法に関しては、委員長以外の担当者を１人決め、内容の善し悪しに関わらず最後まで一貫して携わることとした方が良い。英文に関しては、作成をある程度業者任せにしたとしても、最終的なチェックをＬＯＭ内で行えるような人選が必要である。エントリーするからにはぜひ賞を獲れるよう頑張って頂きたい。
遠藤常任理事【意見】
野口直前理事長の意見が大変大切であると思うので十分検討して頂きたい。また、議案の中に無関係な文面が混ざっているようなので作成時は注意して頂きたい。
井上周士理事長【コメント】
ＡＳＰＡＣ開催ＬＯＭとして注目を浴びているので、ぜひ良い申請をよろしくお願いしたい。
協－０３　５月例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　ヒューマンネットワーク創造委員会

長谷川委員長【上程】
議案作成が遅れ、必要資料が少ないことをお詫びする。講師を招いた公開セミナーを予定している。本日は事業実施の背景と事業目的の部分を見て頂ければと思う。ご意見・ご指摘を頂き今後に繋げていくのでよろしくお願いしたい。
遠藤常任理事【補足】
委員長からあった通り、資料が少なく意見も出にくい恐れがある。幅広い見解でのご意見をよろしくお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【補足】
講師に関して目星を付けてはいるが、まだ資料として載せられるほどの進捗には至っていない。次回の協議にはしっかり上程できるよう進めていくのでよろしくお願いしたい。
長瀬総括幹事【意見】
体内向けの事業目的に関して、「知名度の高い講師を招くことで」という表現があるが、まずはテーマありきで講師を選定するよう留意して頂きたい。
野口直前理事長【意見・質問】
議案上程の際はしっかりと資料を揃えて準備を整えて頂きたい。この事業を通して地域にどのようなものを発信していくつもりなのか、説明をお願いしたい。
長谷川委員長【回答】
委員会事業方針で示した通り、山形市内・県内の活性化を最終的な成果とできるよう発信していくつもりである。
野口直前理事長【意見】
この議案は、人と人との繋がりが重要となる。昨年Ｆａｃｅｂｏｏｋを通して集まった人々も、個としての目的はバラバラであるが、集まった瞬間に共通の目的意識が生まれた。最終的な成果としている活性化というものがどのようなものなのかを、委員会内でもう一度話し合って頂きたい。単純に多人数が集まれば確かに活気は生まれる。それをどこへ持って行くかが重要となる。テーマは何でも構わないが、最終的にどう変わりたいかということを重々話し合って頂きたい。講師に関しては、知名度の高い方でなくともＦａｃｅｂｏｏｋの使い方によっては人が集まる。ツールとしての使い方を確立するのであれば早いに越したことはないので留意して頂きたい。
横山専務理事【意見】
今回はライン内の判断にて上程となったが、内容の不備は否めない。次回の常任理事会にて上程を行うこと自体が正当ではないので、予定ではなく義務づけとして扱わせて頂く。異例というわけではないが、容認してしまうと今後に多大な影響を及ぼすので認識をしっかりとして頂きたい。
井上周士理事長【コメント】
委員長方針は素晴らしいものであるので、目的に沿った、市民の意識が変わるような感動を得られる講師を選定できるよう頑張って頂きたい。
協－０４　第３４回山形大花火大会市民サポーターの募集及び運営（案）に関する件　

花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

議案名に関して、当初「募集」で終わっていたが、サポーターの運営は大切な項目である為、横山専務理事と話し合った結果、「及び運営」という文言を付けたさせていただいた。

花火大会においてサポーターは運営上欠かすことができないので、募集に力を入れていきたい。詳細については黒沼部会長より上程させていただいてもよいか。

黒沼部会長【上程】

花火大会の円滑な運営のために、これまで以上のサポーターの拡大を目指していきたい。例年のサポーター募集活動に加え、山形デザイン専門学校、東北芸術工科大学の継続参加のお願いと新規活動者の紹介をいただく。昨年同様に昨年度キッズアート羅針盤事業でお手伝いいただいた山形Vカレッジの生徒さんへ山形大花火大会サポーターとしても協力参加していただけるようお願いする。

安藤常任理事【意見】

お願いになるが、来年のＡＳＰＡＣに向けて花火のサポーターをうまく巻き込んでいけるような動きになればよいと思う。

野口直前理事長【質問】

これはサポーターの募集・運営であるが、全体的な議案は無いのか。

渡部本部長【回答】

詳細が決まっていないところが多いためにまだ作っていない。

野口直前理事長【意見】

外枠がないのに、下の部分が出てくるのは議案上おかしいのではないか。まず、全体的なものがあり、サポーターの有無が決まり、そこから運営体制が決まるものである。次回までに第３４回の花火大会で自分たちのやりたいことを全体的な議案として上程した後、子議案として出すべきである。サポーターに関しては、学生に任せきりになっている部分も含め、募集の仕方の意識を変えていかなければならない。自分たちが市民サポーターを使ってどのように参画してほしいかを議案に記さなければ、手法論で終わってしまう可能性がある。公益を名乗るのであれば、目的をしっかりしなければならない。でなければ、ただの「花火大会」で終わってしまう。ここ数年の花火大会の運営においてサポーターがいなければ成り立たないと言われているので、しっかりと繋げていただきたい。テーマに沿ったサポーターの充実というものをもう一度考えていただきたい。また、この事業は「私たちがやるんだ」という事を再認識していただきたい。公益事業で唯一毎年監査が入るものと認識いただきたい。全ての中身がオープンになるので、それだけ覚悟をもって、精度の高い議案を作成してほしい。

井上周士理事長【コメント】

本日は湯殿山神社での祈祷式もあり、４名の部会長が全員揃って参加という事で本当にお疲れ様でございます。このサポーターに関して、私の例ですと、さくらんぼの時期のアルバイトで、ＪＣＣから繋がって来てもらう中で、今まで繋がりのない学生がツイッター等の情報から当日集まっていただいたりしているので、そういったコミュニティーも進化しているので、是非繋げていただきたい。ＪＣＣは三沢特別委員長から作っていただいたが、新たな部分も着手しながら、市民一体となった若い力、それがそのままＡＳＰＡＣへ繋がれば即ちでしょうし、そういったものも共に作り上げていきましょう。野口直前理事長からいただいた意見を基に素晴らしい花火大会を作っていきましょう。よろしくお願いします。

１７．報告・依頼事項
報－０１　拡大会議開催について　


　　　　会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【報告】
２月１日（金）開催の拡大会議への出席の取り纏めをお願いしたい。現状はメンバー３７名の参加予定があり、懇親会は２１名の予定である。昨年日本ＪＣにおいて拡大の委員長をされた徳原君から来ていただくので、５０名以上のメンバーの参加をお願いしたい。
報－０２　第一回仮会員セミナー開催について

　　　　会員パワーアップ特別会議
佐藤貴博議長【報告】
現状出席者１２名である。２回目以降は８名追加で２０名の予定であるが、第一回は３０名の参加者を募りたいので、理事メンバーからの情報提供をお願いしたい。仮会員セミナーにおいて委員会紹介の機会があるので、委員長の皆さまには是非参加をお願いしたい。
報－０３　１１月２９日１００％例会（卒業例会）バナーについて    総務情報委員会
荒井要雄委員長【報告】
昨年からの任務として例会出席率の向上、本年度１００％例会の実現を考えている。１１月２９日については今から徹底すればスケジュールの確保も可能ではないか。今後メールを送っていただく際に光っているバナーを挿入して、例会出席の旨を周知徹底していただきたい。
報－０４　ルーム備品の未返却について


　　　　事務局
舟山事務局長【報告】
未返却のリストを添付している。回収に努めていただきたい。
報－０５　委員会別「ルームコピー機」使用状況について

事務局
舟山事務局長【報告】
委員会別の使用状況を添付している。コストの削減に努めていただきたい。
報－０６　今後のスケジュールについて



事務局
舟山事務局長【報告】
２月１日（金）第一回会員拡大会議
２月５日（火）第一回仮会員セミナー
報－０７　京都会議御礼





渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】
京都会議に多くのメンバーから来ていただき感謝している。理事の方々から多くのメンバーにお声掛けいただいたことが要因となった。今後も各種大会に参加する機会も増えてくるので、メンバーに声掛けいただき、大会の参加促進をしていただきたい。
１８．次回開催






　 横山専務理事
第二回定例理事会２月２６日火曜日　場所：パレスグランデール
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　中村正利監事
長時間にわたる会議大変お疲れ様でした。また、本日第一回ということで会場をパレスグランデールさんに移しまして、正式に理事会がスタートした感じです。冒頭、井上理事長・野口直前理事長のご挨拶で１月は大変忙しいというお話をいただきました。１月スタートではございますが、本理事会におきまして、議案の上程スケジュールはかなりバタバタしていました。１回目からこのようなことでは「魔の２月」どころではございません。こういったところを各委員長の皆さまは認識していただきたいです。毎年こうであると思います。１月忙しいので、上程できませんでしたというのは絶対に通用しませんので、気を引き締めていただいて次回の理事会では実のある会議をお願いします。また、セレモニーの件ですが、今回からこちらに移って、各委員長からセレモニーをいただきますが、クリード、ミッション、ビジョン全てを覚えていただきまして、委員会メンバーにも落としていって下さい。日本全国から見られていくＬＯＭになっています。各種大会に行けば、そういったところで唱和する部分多々出てきます。そういったところでも山形さすがだなと言われてるところ、下積みがしっかりできているなというところを委員長の皆さまは落としていただければと思います。最後になりますが、議案の内容につきまして、今回いただいた例会の議案は、次回の常任理事会に上げますが専務からはそういったものを使う前提ではない。と強く言われておりました。議案は背景・目的・手法を一度整理して直前理事長からアドバイスいただいたように、委員会方針・理事長所信なども再度読み込み２月の理事会に臨んでいただければと思います。付け加えてになりますが、公益化となり、講師例会・予算の件で次回審議をとられる時に、手順が昨年とは１，２つ増えているので、こういったところの引き継ぎ事項を見てから臨むようにお願い致します。次回審議時に抜けてましたとならないようにラインを通じてお願いします。冒頭から厳しいことを言わせていただきましたが以上監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でございました。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事










